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要旨 

Gタンパク質は物理的相互作用によってGタンパク質共役型受容体と結合する。そして、

その結合は両者のタンパク質のアミノ酸配列によって発現している。Gタンパク質におけ

る結合領域はC端およびN端にあり、その物理化学的性質を解析し、Gタンパク質のαサブ

ユニットの４ファミリー（αs、αi/o、αq/11、α12/13）およびそのサブファミリーを分類する方

法を開発した。Ｃ端の１００残基の解析によって、αサブユニットの４ファミリーを分類

できること、さらにＮ端の６０残基の解析を行うことでサブファミリーの分類できること

が分かった。Ｇタンパク質という結合相手の物理的性質についての情報を得たことを基に、

Ｇタンパク質共役型受容体の分類予測法の可能性を議論した。 
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